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会
期
中
に
本
検
討
会
議
（
海
野
透
座
長
）
を
開
催
し
、
社
会
・
経
済
環
境
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
進
展
を
見
据
え
、
最
新
の
海
外
事
情
を
政
策
に
反
映
さ
せ
る
必
要
か
ら
、「
茨

城
空
港
を
利
用
し
た
常
任
委
員
会
単
位
で
の
海
外
調
査
を
実
施
で
き
る
」
と
す
る
答
申

を
議
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
議
会
議
員
の
定
数
及
び
選
挙
区
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
今
後
、
参
考
人
の

意
見
聴
取
な
ど
を
行
い
、
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

第
三
回
県
議
会
改
革
等
調
査
検
討
会
議
を
開
催
し

　

第
二
回
目
の
答
申
を
し
ま
し
た

　

県
議
会
改
革
等
調
査
検
討
会
議
の
答
申
を
受
け
、
議
会
基
本
条
例
制
定
の
検
討
を
行
う

た
め
、
十
二
月
八
日
に
議
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
「
茨
城
県
議
会
基
本
条
例
検
討
委
員
会
」

を
設
置
し
、
十
三
日
に
第
一
回
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
四
年
十
一
月
頃
ま

で
に
条
例
案
を
ま
と
め
議
長
に
答
申
す
る
予
定
で
す
。

茨
城
県
議
会
基
本
条
例
検
討
委
員
会
を
設
置
し

　

第
一
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
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昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
、
福
島
第
一
原
発

事
故
と
私
ど
も
茨
城
県
民
に
と
っ
て
は
、
大
変

多
難
な
一
年
で
し
た
。
反
面
、「
頑
張
ろ
う
い

ば
ら
き
!
」「
絆
」
な
ど
の
言
葉
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
、
人
と
ひ
と
の
結
び
つ
き
の
重
要
性

が
再
確
認
さ
れ
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

私
ど
も
公
明
党
の
四
人
の
県
議
会
議
員
は
、

復
興
復
旧
の
最
前
線
で
県
民
の
皆
さ
ま
と
労

苦
を
共
に
し
、
現
場
の
声
を
た
く
さ
ん
お
伺
い

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
六
百
九
十
二
項
目
に
わ

た
る
「
新
年
度
予
算
に
関
わ
る
要
望
書
」
に
取

り
ま
と
め
、
十
二
月
十
三
日
に
橋
本
知
事
に
提

出
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
年
の
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
は
三
つ
。
そ

の
第
一
は
、
茨
城
県
の
復
興
の
た
め
に
全
力
投

球
。
特
に
、
県
民
の
一
人
ひ
と
り
の
震
災
復
興

や
中
小
企
業
の
再
建
の
た
め
に
直
接
お
手
伝

い
で
き
る
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
第
二
に
、
東
海
第
二
発
電
所
の
再
稼
動
問

題
や
放
射
能
対
策
に
全
力
を
挙
げ
て
ま
い
り

ま
す
。
住
民
の
不
安
解
消
無
し
に
東
海
第
二
発

電
所
を
再
稼
動
さ
せ
る
こ
と
は
絶
対
に
許
し

ま
せ
ん
。
第
三
に
、
県
議
会
改
革
を
大
胆
に
進

め
ま
す
。
定
数
の
削
減
や
選
挙
区
の
見
直
し
な

ど
、
県
民
の
た
め
の
議
会
改
革
を
リ
ー
ド
し
て

ま
い
る
決
意
で
す
。

　

公
明
党
は
今
年
も
頑
張
り
ま
す
!
倍
旧
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

公明党
茨城県議会
議員会代表

公
明
党

各
会
派

基
本
方
針

　

昨
年
の
三
月
十
一
日
に
青
天
の
霹
靂
（
へ

き
れ
き
）
と
も
い
え
る
東
日
本
大
震
災
、
福

島
第
一
原
発
事
故
が
発
生
し
、
本
県
で
も
筆

舌
に
尽
く
し
が
た
い
甚
大
な
被
害
に
遭
遇
し

ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
本
県
で
は
、

早
期
復
旧
・
復
興
に
あ
た
る
た
め
、
昨
年
十

二
月
ま
で
に
二
千
五
百
億
円
を
超
え
る
補
正

予
算
を
編
成
し
、
イ
ン
フ
ラ
の
早
期
復
旧
や

風
評
被
害
等
の
払
拭
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

昨
年
十
一
月
に
は
、
政
府
の
地
震
調
査
委
員

会
に
よ
り
、
東
日
本
の
太
平
洋
沖
を
震
源
と

す
る
地
震
の
発
生
確
率
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
以
上
の
地
震
が
、
今
後

三
十
年
以
内
で
30
％
発
生
し
、
東
日
本
大
震

災
に
匹
敵
す
る
大
津
波
が
生
じ
る
可
能
性
も

あ
る
と
の
こ
と
。
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

踏
ま
え
て
、
地
震
と
津
波
に
備
え
る
こ
と
が

大
変
重
要
で
す
の
で
、
防
災
対
策
の
強
化
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
改
革
の
年

で
も
あ
り
ま
す
。
県
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
た

め
の
県
議
会
改
革
、
二
兆
円
か
ら
の
負
債
を

持
つ
県
の
行
財
政
改
革
、
教
育
、
医
療
・
福

祉
、
農
業
等
も
大
き
な
変
革
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
諸
課
題
に
自
民
県
政
ク

ラ
ブ
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

安
心
安
全
な

県
土
づ
く
り
を

民主党
茨城県議会
議員団代表

民
主
党

平
成
二
十
四
年

自民県政
クラブ代表

い
ば
ら
き
自
民
党

いばらき
自民党
議員会長

西條　昌良

本
格
的
な
復
旧
・

復
興
が
最
優
先
課
題

自
民
県
政
ク
ラ
ブ

江田　隆記 長谷川　修平

　

昨
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
で
被

災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
力
を

合
わ
せ
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
事
に
敬
意
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

震
災
か
ら
十
カ
月
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
間
、
民
主
党
県
連
に
対
策
本
部

を
設
置
し
、
早
々
に
現
地
へ
出
向
き
被
災
状

況
の
把
握
や
聞
き
取
り
を
行
う
と
同
時
に
、

多
方
面
か
ら
の
要
望
を
し
っ
か
り
受
け
止
め

な
が
ら
県
政
に
国
政
に
と
走
り
ま
わ
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
第
三
次
補
正
予
算
ま

で
切
れ
目
の
な
い
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
十
二
月
二
十
日
に
各
団
体
・
市

町
村
・
県
民
の
皆
様
の
声
を
代
表
し
平
成
二

十
四
年
度
予
算
編
成
に
向
け
最
重
点
課
題
と

し
て
、
震
災
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
、
原
子

力
安
全
・
防
災
対
策
で
五
十
項
目
、
雇
用
機

会
の
確
保
、
救
急
医
療
体
制
の
充
実
、
中
小

企
業
支
援
な
ど
を
含
め
八
百
五
十
六
項
目
を

知
事
に
要
望
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
民
主
党
県
議
団
は
、
茨
城
の
元
気
、

日
本
の
元
気
を
取
り
戻
す
た
め
、
直
面
す
る

課
題
を
「
ひ
と
つ
ひ
と
つ
、
乗
り
越
え
て
い

く
」
と
い
う
決
意
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

県
民
の
皆
様
の
更
な
る
発
展
と
ご
多
幸
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

元
気
な
茨
城
の
た
め

全
力
で

絆
を
深
め
、
復
興
復
旧
に

全
力
投
球
!

井手　義弘

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
被
災
さ
れ
た
県
民
の
皆
様
に

対
し
、
改
め
て
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年

は
県
民
生
活
や
産
業
活
動
な
ど

が
一
日
も
早
く
震
災
前
の
姿
に

回
復
す
る
よ
う
、
粉
骨
砕
身
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

わ
が
国
経
済
は
、
徐
々
に
回

復
軌
道
に
乗
り
始
め
た
矢
先
に
、

大
震
災
や
福
島
第
一
原
発
の
事

故
に
よ
り
、
様
々
な
困
難
な
課

題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
加
え

て
、
急
激
な
円
高
と
デ
フ
レ
の

進
行
に
よ
り
、
産
業
の
空
洞
化

が
一
層
進
展
す
る
一
方
、
Ｅ
Ｕ

の
国
家
債
務
問
題
の
動
向
は
い

つ
わ
が
国
に
飛
び
火
す
る
か
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
迎
え
た
本
年

は
、
地
域
経
済
の
低
迷
、
雇
用

情
勢
の
更
な
る
悪
化
、
社
会
保

障
の
不
安
、
急
速
な

少
子
高
齢
化
の
進
展

な
ど
に
伴
う
様
々
な

県
政
課
題
を
克
服
し
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
を

創
る
取
り
組
み
の
真

価
が
問
わ
れ
る
一
年

と
な
り
ま
す
。

　

特
に
、
本
格
的
な
復
旧
・
復

興
と
と
も
に
、
放
射
性
物
質
の

除
染
と
風
評
被
害
の
払
拭
は
最

優
先
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
、

昨
年
十
二
月
に
知
事
に
提
出
し

た
新
規
百
五
十
を
含
む
計
二
千

二
十
六
項
目
か
ら
成
る
「
平
成

二
十
四
年
度
県
重
要
政
策
大

綱
」
は
、
震
災
関
連
の
諸
政
策

す
べ
て
を
最
重
要
政
策
項
目
に

盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

い
ば
ら
き
自
民
党
は
こ
れ
か

ら
の
一
年
、
県
政
の
責
任
政
党

と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
べ
く
、

大
綱
の
実
現
に
全
力
を
傾
注
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
議
会

制
度
改
革
を
通
じ
て
、
県
民
の

思
い
や
声
が
よ
り
以
上
県
政
に

反
映
さ
れ
る
仕
組
み
の
創
出
に

も
努
め
、
県
民
と
と
も
に
災
害

に
強
い
県
づ
く
り
に
邁
進
し
て

い
く
こ
と
を
お
誓
い
致
し
ま
す
。

県
民
各
位
の
ご
支
援
ご
協
力
を

切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


